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平成 28年 8月，中央教育審議会教育課程企画特別部会は，次期学習指導要領の基本的な方針につい

て「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめ（以下「審議のまとめ」という。）」（2016）

にまとめました。また，同 12月に「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導

要領等の改善及び必要な方策等について（答申）（以下「答申」という）」（2016）を出しました。 

それらの中で，次期学習指導要領について，子供たちの現状と課題を踏まえつつ，人間が学ぶこと

の本質的な意義や強みを改めて捉え直し，一人一人の学びを後押しできるよう，これまでの改訂の中

心であった「何を学ぶか」という指導内容の見直しに留まらず，「どのように学ぶか」「何ができる

ようになるか」までを見据えて改善を図る方向性が示されています。（【図１】） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１】学習指導要領改訂の方向性（「答申 概要」（2016）P.24） 

また，「何ができるようになるか」という観点から整理された育成を目指す資質・能力（以下「三

つの柱」という。）をバランスよく育むためには，「何を学ぶか」という指導内容等の見直しととも

に，それらを「どのように学ぶか」という子供たちの具体的な学びの姿について「アクティブ・ラー

ニング」の視点からの見直しが欠かせないものとしています。 

こうした流れを受け，本研究では，「三つの柱」を総合的に育むことを目指し，「主体的・対話的

で深い学び」の実現に向けた「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善の考え方について，

授業改善の方策を構想し，実践を通して検証すること，ただし，指導法を一定の型にはめ狭い意味で

の授業方法や授業技術の改善に終始しないようにすることに留意し，提示していきたいと思います。 

また，授業をより充実したものにしていくために，「生徒たちにどういった力が身に付いたか」と

いう学習の成果を的確に捉える学習評価の考え方，さらに，学習評価の内容を学習・指導方法の改善

につなげていく考え方についても合わせて示したいと考えています。 

これにより，次期学習指導要領に想定される学習・指導方法への移行がスムーズに図られるととも

に，今後の授業実践が生徒たちにとっても，教員にとっても有意義なものになるよう活用していただ

けましたら幸いです。 

はじめに 
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① 「何を理解しているか，何ができるか（生きて働く「知識・技能」の習得） 

○各教科等において習得する知識や技能であるが，個別の事実的な知識のみを指すのではなく，

それらが相互に関連付けられ，さらに社会の中で生きて働く知識となるものを含むものであ

る。 

○知識や技能は，思考・判断・表現を通じて習得されたり，その過程で活用されたりするもので

あり，また，社会との関りや人生の見通しの基盤ともなる。このように，資質・能力の三つの

柱は相互に関係し合いながら育成されるものであり，資質・能力の育成は知識の質や量に支え

られていることに留意が必要である。 

 

② 「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・   

表現力等」の育成）」 

○将来の予測が困難な社会でも，未来を切り開いていくために必要な思考力・判断力・表現力で

ある。思考・判断・表現の過程には，大きく分類して以下の三つがあると考えられる。 

・物事の中から問題を見だし，その問題を定義し解決の方向性を決定し，解決方法を探して計 

画を立て，結果を予測しながら実行し，振り返って次の問題発見・解決につなげていく過程。 

・精査した情報を基に自分の考えを形成し，文章や発話によって表現したり，目的や場面，状 

況等に応じて互いの考えを適切に伝え合い，多様な考えを理解したり，集団としての考えを 

形成したりしていく過程。 

・思いや考えを基に構想し，意味や価値を創造していく過程。 

 

③ 「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生を送るか（学びを人生や社会に生かそうとす   

る「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」 

○前述の①及び②の資質・能力を，どのような方向性で働かせていくかを決定付ける重要な要素

であり，以下のような情意や態度等に関わるものが含まれる。こうした情意や態度等を育んで

いくためには，体験活動も含め，社会や世界との関わりの中で，学んだことの意義を実感でき

るような学習活動を充実させていくことが重要となる。 

・主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や，自己の感情や行動を統制する能力，

自らの思考の過程等を客観的に捉える力など，いわゆる「メタ認知」に関するもの。 

・多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして協働する力，持続可能な社会づくりに向けた 

態度，リーダーシップやチームワーク，感性，優しさや思いやりなど，人間性等に関するも 

の。 

（「答申」（2016）PP.28-31） 

 

 

 １ 育成を目指す資質・能力の設定と共有  

（１） 育成を目指す資質・能力の三つの柱について 

全ての教科等や諸課題に関する資質・能力に共通し，それらを高めていくために重要となる

要素について，育成を目指す資質・能力の「三つの柱」として整理され，「答申」（2016）に

おいて以下のように示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 育成を目指す資質や能力              「何ができるようになるか」 

－２－ 



 

（２） 育成を目指す資質・能力の共有 

各学校が地域や社会の変化を受け止めながら，学校教育目標や育成を目指す資質・能力を明確に

し，その実現に向けて，各教科等がどのような役割を果たせるかという視点を持つことが，カリキ

ュラム・マネジメント及びチーム学校を機能させ，日々の教育活動の充実に結び付けていくうえで

重要です。 

   そこで, 学校全体として育成を目指す資質・能力の設定と共有について，次のように考えました。 

  ア 学校全体として育成を目指す資質・能力の設定と共有 

   ・学校教育を通じて育てたい姿や資質・能力の三つの柱を踏まえ，生徒の実態や生徒の願い，保

護者や地域・社会の願いに基づき設定されている学校教育目標等を軸に据え，学校評価結果と

も照らしながら，学校全体として育成を目指す資質・能力を設定する。 

   ・教職員全員が協働で考え設定することを通し，共有化と主体化を図る。 

  イ 各教科等で育成を目指す資質・能力 

・学校全体として育成を目指す資質・能力を育成するために，各教科等で育成を目指す資質・能

力の中で関与するものは何かを明確にし，年間指導計画等に位置付ける。 

・各単元・題材で育成を目指す資質・能力を明確にするとともに，学校全体として育成を目指す

資質・能力との関連を捉え，各単元・題材の指導を構想する。 

  学校全体として育成を目指す資質・能力の設定と共有における考え方を下の【図２】に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】学校全体として育成を目指す資質・能力の設定と共有における考え方 
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学校教育目標を軸に据え，学校評価結果とも照らしながら，教職員全員が協働

で考え設定し，共有化を図る。 

各教科等で育成を目指す資質・能力の明確化 

※ 学校全体として育成を目指す資質・能力を育成するために，各教科等で育成を目指す資質・能

力の中で関連するものは何かを明確にする。 

※ 各単元・題材で育成を目指す資質・能力と「見方・考え方」を明確にする（年間指導計画）。 

※ 各単元・題材で育成を目指す資質・能力を明確にするとともに，学校全体として育成を目指す

資質・能力との関連を捉え，各単元・題材の指導を構想する。 

 

学校全体として育成を目指す資質・能力の設定と共有 

 

単元・題材のまとまりの中で本時の位置付けを捉え，実践していく。 

※ 生徒には「単元のゴール像」や「学習課題」を通して，目指すべきものを共有する。 

学校教育目標 

「学校教育を通じて育てたい姿」・育成を目指す資質・能力の「三つの柱」 

保護者や地域の願い 生徒の実態や願い 



 ２ 国語科において育成を目指す資質・能力  

（１） 国語科において育成を目指す資質・能力 

「答申」（2016）では，国語科において育成を目指す資質・能力を，「知識・技能」，「思

考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう力・人間性等」の三つの柱に沿って整理を行い，

次の【表１】のとおり取りまとめたものを示しています。 

 

【表１】国語科において育成を目指す資質・能力の整理（「答申 別添資料」（2016）P.2 より） 

知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力，人間性等 

 

 

○言葉の働きや役割に関す

る理解 

 

○言葉の特徴やきまりに関

する理解と使い分け 

・書き言葉（文字），話

し言葉，言葉の位相（方

言，敬語等） 

・語，語句，語彙 

・文の成分，文の構成 

・文章の構成（文と文の

関係，段落，段落と文

章の関係）など 

 

○言葉の使い方に関する理

解と使い分け 

・話し方，書き方，表現

の工夫 

・聞き方，読み方，音読・

朗読の仕方 

・話合いの仕方 

 

○書写に関する知識・技能 

 

○伝統的な言語文化に関す

る理解 

 

○文章の種類に関する理解 

 

○情報活用に関する知識・

理解 

国語で理解したり表現したりするための

力 

 

【創造的・論理的思考の側面】 

▸ 情報を多面的・多角的に精査し，構

造化する力 

・推論及び既有知識・経験による内

容の補足，精緻化 

・論理（情報と情報の関連性：共通

－相違，原因－結果，具体－抽象

等）の吟味・構築 

  ・妥当性，信頼性等の吟味 

▸ 構成・表現形式を評価する力 

 

【感性・情緒の側面】 

▸ 言葉によって感じたり想像したり

する力，感情や想像を言葉にする力 

▸ 構成・表現形式を評価する力 

 

【他者とのコミュニケーションの側面】 

▸ 言葉を通じて伝え合う力 

・相手との関係や目的，場面，文脈，

状況等の理解 

・自分の意思や主張の伝達 

・相手の心の想像，意図や感情の読

み取り 

▸ 構成・表現形式を評価する力 

 

《考えの形成・深化》 

▸ 考えを形成し深める力（個人または

集団として） 

・情報を編集・操作する力 

・新しい情報を，既にもっている知

識や経験，感情に統合し構造化す

る力 

・新しい問いや仮説を立てるなど既

にもっている考えの構造を転換す

る力 

 

・言葉がもつ曖昧性や，表現による

受け取り方の違いを認識した上

で，言葉がもつ力を信頼し，言葉

によって困難を克服し，言葉を通

して社会や文化を創造しようと

する態度 

 

・言葉を通じて，自分のものの見方

や考え方を広げ深めようとする

とともに，考えを伝え合うこと

で，集団としての考えを発展・深

化させようとする態度 

 

・様々な事象に触れたり体験したり

して感じたことを言葉にするこ

とで自覚するとともに，それらの

言葉を互いに交流させることを

通して，心を豊かにしようとする

態度 

 

・言葉を通じて積極的に人や社会と

関わり，自己を表現し，他者の心

と共感するなど互いの存在につ

いての理解を深め，尊重しようと

する態度 

 

・我が国の言語文化を享受し，生活

や社会の中で活用し，継承・発展

させようとする態度 

 

・自ら進んで読書をし，本の世界を

想像したり味わったりするとと

もに，読書を通して，様々な世界

に触れ，これを擬似的に体験した

り知識を獲得したり新しい考え

に出会ったりするなどして，人生

を豊かにしようとする態度 
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知識・技能 

 

○言葉の働きや役割に関する理解 

○言葉の特徴やきまりに関する理解と使い分け 

・書き言葉（文字），話し言葉，言葉の位相（方言，敬

語等） 

・語，語句，語彙 

・文の成分，文の構成 

・文章の構成（文と文の関係，段落，段落と文章の関係）

など 

○言葉の使い方に関する理解と使い分け 

・話し方，書き方，表現の工夫 

・聞き方，読み方，音読・朗読の仕方 

・話合いの仕方 

○書写に関する知識・技能 

○伝統的な言語文化に関する理解 

○文章の種類に関する理解 

○情報活用に関する知識・理解 

                                        

                                  

思考力・判断力・表現力等 

国語で理解したり表現したりするための力 

【創造的・論理的思考の側面】 

▸ 情報を多面的・多角的に精査し，構造化する力 

・推論及び既有知識・経験による内容の補足，精緻化 

・論理（情報と情報の関連性：共通－相違，原因－結

果，具体－抽象等）の吟味・構築 

  ・妥当性，信頼性等の吟味 

▸ 構成・表現形式を評価する力 

【感性・情緒の側面】 

▸ 言葉によって感じたり想像したりする力，感情や想像

を言葉にする力 

▸ 構成・表現形式を評価する力 

【他者とのコミュニケーションの側面】 

▸ 言葉を通じて伝え合う力 

・相手との関係や目的，場面，文脈，状況等の理解 

・自分の意思や主張の伝達 

・相手の心の想像，意図や感情の読み取り 

▸ 構成・表現形式を評価する力 

《考えの形成・深化》 

▸ 考えを形成し深める力（個人または集団として） 

・情報を編集・操作する力 

・新しい情報を，既にもっている知識や経験，感情に

統合し構造化する力 

・新しい問いや仮説を立てるなど既にもっている考え

の構造を転換する力 

  

「知識・技能」に位置付け 

「これまで『知識・技能』としては明確

に位置付けられてこなかった，話したり

聞いたり書いたり読んだりする技能を含

むものとしている」 

（「国語ワーキンググループにおける審議の取

りまとめ」（2016）P.5） 

「資質・能力の育成は知識・技能の質や

量に支えられていることに留意が必要で

ある」（「答申」（2016）PP.29-30） 

 

言葉に対するメタ認知 

「『言葉の働きや役割に関する理解』は，

自分が用いる言葉に対するメタ認知に関

わることであり，言語能力を向上させる

上で重要な要素」（「答申」（2016）P.125） 

創造的・論理的思考 

「これからの子供たちには，創造的・論

理的思考を高めるために，『思考力・判断

力・表現力等』の『情報を多面的・多角

的に精査し，構造化する力』がこれまで

以上に必要（「答申」（2016）P.125） 

感情コントロール 

「自分の感情をコントロールすることに

つながる『感情や想像を言葉にする力』

（「答申」（2016）P.125） 

 

 他者との協働 

「他者との協働につながる『言葉を通じ

て伝え合う力』」（「答申」（2016）P.125） 

 

より深く 

「より深く，理解したり表現したりする

には，（中略）『考えを形成し深める力』

を育成することが重要」 

（「答申」（2016）P.125） 

 

－５－ 

【表１】補足 



（２） 国語科における「学習対象」と「見方・考え方」 

「答申」（2016）には，各教科等の特質に応じた「見方・考え方」が示されています。「見

方・考え方」は，将来にわたって使い続ける「道具」のようなものだと考えています。だから

こそ，子供たちが十分に使いこなすことができるようにしていかなければなりません。 

     国語科において示されたことを，【表２】のようにまとめました。本研究における「見方・

考え方」を具体の単元に当てはめた場合の例とその構造（【表３】）を考えました。 

   

【表２】国語科における「学習対象」と「見方・考え方」（「答申」（2016）P.126 より作成）  

国語科の学習対象 

国語科は，様々な事物，経験，思い，

考え等をどのように言葉で理解し，ど

のように言葉で表現するか，という言

葉を通じた理解や表現及びそこで用い

られる言葉そのものを学習対象とする 

国語科における 

重要な学び 

事物，経験，思い，考え等を言葉で

理解したり表現したりする際には，対

象と言葉，言葉と言葉の関係を，創造

的・論理的思考，感性・情緒，他者と

のコミュニケーションの側面から，言

葉の意味，働き，使い方等に着目して

捉え，その関係性を問い直して意味付

けるといったことが行われており，そ

のことを通して，自分の思いや考えを

形成し深めることが，国語科における

重要な学び 

国語科における 

「見方・考え方」 

（対象に対する）自分の思いや考え

を深めるため，対象と言葉，言葉と言

葉の関係を，言葉の意味，働き，使い

方等に着目して捉え，その関係性を問

い直して意味付けること 

 

 【表３】単元で働く「見方・考え方」の構造（本研究により担当者作成） 

（場・対象） 新聞社説の表現・内容に対する 

（学びに向かう力，人間性等） 自分や他の人の考えを広げたり，深めたりするため， 

（知識・技能） 
同一テーマの複数社説を「見出し」「トピック」「構成」「内容」に

着目して捉え， 

（思考力・判断力・表現力等） 
二つの社説を関連させることでそれぞれの特徴を見直して意味付

け，言葉で表現すること。 

国語科の学習対象（補足） 

「見方・考え方」（例示） 

例えば，「二つの新聞社説につ

いて，見出し・トピック・構成

等を視点として共通点や相違点

を捉える学習」の場合 

次のような「見方・考え方」

が働く。 

 

新聞記事の表現・内容に対す

る自分や他の人の考えを広げた

り，深めたりするため，同一テ

ーマの複数社説を「見出し」「ト

ピック」「構成」「内容」に着目

して捉え，二つの社説を関連さ

せることでそれぞれの特徴を見

直して意味付け，言葉で表現す

ること。 

「様々な事象の内容を自然科学

や社会科学等の視点から理解す

ることを直接の学習目的とする

ものではない」 

（「答申」（2016）P.126） 

 

－６－ 



 

 

 １ 資質・能力を育成する学びの過程の考え方  

  「答申」（2016）には，資質・能力を育成する学びの過程の考え方について，以下のように述べら 

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 国語科における学習・指導の改善・充実          「どのように学ぶか」 

○国語科においては，ただ活動するだけの学習にならないよう，活動を通じてどのような資質・

能力を育成するのかを示す 

 

○言語能力の働く過程の整理を踏まえ，「認識から思考へ」という過程の中で働く理解するための

力や，「思考から表現へ」という過程の中で働く表現するための力が，各領域の中で，主にどこ

で重点的に働いているのか 

 

○国語科で育成を目指す資質・能力の向上を図るためには，資質・能力が働く一連の学習過程を

スパイラルに繰り返すとともに，一つ一つの学習活動において資質・能力の育成に応じた言語

活動を充実することが重要 

（「答申」（2016）PP.126-127） 

 

「短距離走のスピードを上げる」  
 

走行フォームの安定のため，腹筋・背筋を強化する 

腕の振りを強化するため，胸と肩の筋肉を強化する 

ストライドを伸ばすため，ふくらはぎと太ももの筋肉を強化する 

                            

○筋肉を付けるには，付けたい筋肉を働かせなければならない 

【資質・能力を育成するには，付けたい資質・能力を働かせなければならない】 

     ⇒ 付けたい筋肉を十分に働かせた授業だったでしょうか・・・ 

        単元のゴールに向かって必要な筋肉を働かせていたでしょうか・・・ 

 

○効果的な筋トレは，働かせている筋肉を十分に意識すること 

【この学習活動でどんな資質・能力を働かせているのかを十分に意識させる】 

 

○太もも上部の筋肉を使っているということを意識しながらスクワットをするとただスクワット 

 をやるより効果的 

【ただ活動をさせるのではなく，どんな力を使っているか，どんな力を付けようとしているのか

を意識させたい】 

     ⇒ 働かせている筋肉を意識していたでしょうか，意識させていたでしょうか・・・ 

        

○筋トレは１日やってもあまり意味はない，繰り返すことで力になる 

【スパイラルに繰り返していくことが大事】 

コラム「筋トレに似ている・・・？」 

これを単元に位置付けた言語活動とします。 

これが単位時間

ごとの言語活動

になります。 

－７－ 

 



 ２ 「主体的・対話的で深い学び」の実現  

  「答申」（2016）には，「主体的・対話的で深い学び」について，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

  「主体的・対話的で深い学び」の視点を以下のように示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 この三つの視点の位置付けについて次のように述べられています。 

 

 

 

 

  

 これまでの学習とのつながりについては，次のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

「答申」（2016）において示されている国語科における「主体的な学び」「対話的な学び」「深い

学び」を実現する学習・指導の改善・充実の視点は，次ページ【表４】の通りです。本研究における

それぞれの視点の実現に必要な学習活動の例を考え，【表４】の右に示しました。 

○「主体的・対話的で深い学び」の実現とは，特定の指導方法のことでも，学校教育における教

員の意図性を否定することでもない。人間の生涯にわたって続く「学び」という営みの本質を

捉えながら，教員が教えることにしっかりと関わり，子供たちに求められる資質・能力を育む

ために必要な学びの在り方を絶え間なく考え，授業の工夫・改善を重ねていくことである。 

（「答申」（2016）P.49） 

① 学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しを持

って粘り強く取り組み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現で

きているか。 

② 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通

じ，自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働

かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，

問題を見い出して解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学

び」が実現できているか。                 （「答申」（2016）PP.49-50） 

○三つの視点は，子供の学びの過程としては一体として実現されるものであり，また，それぞれ

相互に影響し合うものでもあるが，学びの本質として重要な点を異なる側面から捉えたもので

あり，授業改善の視点としてはそれぞれ固有の視点であることに留意が必要である。 

（「答申」（2016）P.50） 

 

○国語科におけるアクティブ・ラーニングの視点からの授業改善とは，アクティブ・ラーニング

の視点から言語活動を充実させ，子供たちの学びの過程の更なる質の向上を図ることであると

言える。（「答申」（2016）P.127） 

○今までの授業時間とは別に新たに時間を確保しなければできないというものではなく，現在既

に行われているこれらの活動（言語活動等）を，「主体的・対話的で深い学び」の視点で改善し，

単元や題材のまとまりの中で指導内容を関連付けつつ，質を高めていく工夫が求められている

と言えよう。（「答申」（2016）P.51） 

－８－ 



【表４】「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて（「答申」（2016）P.130-131 より作成） 

「主体的な学び」

の実現に向けて 

○子供自身が目的や必要性を意識し

て取り組める学習となるよう，学習

の見通しを立てたり振り返ったり

する学習場面を計画的に設けるこ

と 

 

○子供たちの学ぶ意欲が高まるよう，

実社会や実生活との関わりを重視

した学習課題として，子供たちに身

近な話題や現代の社会問題を取り

上げたり自己の在り方生き方に関

わる話題を設定したりすること 

 

○学習を振り返る際，子供自身が自分

の学びや変容を見取り自分の学び

を自覚することができ，説明したり

評価したりすることができるよう

になること 

「対話的な学び」

の実現に向けて 

○子供同士，子供と教職員，子供と地

域の人が，互いの知見や考えを伝え

合ったり議論したり協働したりす

ることや，本を通して作者の考えに

触れ自分の考えに生かすことなど

を通して，互いの知見や考えを広げ

たり，深めたり，高めたりする言語

活動を行う学習場面を計画的に設

けること 

「深い学び」 

の実現に向けて 

○「言葉に対する見方・考え方」を働

かせ，言葉で理解したり表現したり

しながら自分の思いや考えを広げ

深める学習活動を設けること 

 

○子供自身が自分の思考の過程をた

どり，自分が理解したり表現したり

した言葉を，創造的・論理的思考の

側面，感性・情緒の側面，他者との

コミュニケーションの側面からど

のように捉えたのか問い直して，理

解し直したり表現し直したりしな

がら思いや考えを深めること 

 

○思考を深めたり活性化させたりし

ていくための語彙を豊かにするこ

と 

 

○一次の充実を目指した単元構想
等を設定する 

「読書目的の設定」 
「表現モデルの分析」 
「学習計画の立案」など 
・魅力的な表現モデルの提示 
・課題を遂行のために必要な力と課
題を遂行することによって身に
付く力の分析と，それを定着させ
るのに有効な学習計画 

 

○自分の思いや考えを広げ深められ
る単元課題を設定する 

 

○思考の過程をたどることができる
単元構成を設定する 

・共通教材⇒並行読書材 
・共通教材での表現⇒共通教材での
再表現 

 

○他者との議論や協働等が充実す
る単元構成を設定する 

○子供たちがお互いの立場や存在
を尊重し，相手や目的，条件など
を踏まえて表現する学習活動を
設定する。 

・対話による学習効果（メリット） 
の共有 

・対話の相手や時間など学習者によ 
る何らかの判断や選択 

 

○振り返りの方法，視点，活用の充
実を図る 

・振り返りシート等の使用（形式・
使用するタイミング） 

・学びの方法（方法知）と内容（内
容知）についての子供自身の自覚 

○単元に実社会や実生活との関わ
りを重視した課題解決的な言語
活動を位置付ける 

・本時のゴールが明確な学習課題 
・単元のゴールと言語活動の関連が
見える学習課題 

 

 

－９－ 

学習活動の例 



 ３ 単元の構想と学習過程  

「答申」（2016）には，単元等のまとまりを見通した学びの実現について，以下のように述べら

れています。 

 

 

課題解決的な言語活動を位置付けた単元構成をモデル図で示します。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）課題解決的な言語活動を位置付けた単元構成 

国語科では，これまでも単に「話す・聞く・書く・読む」ことを言語活動と捉えるのではなく，

単元を通して大きな課題を解決することを言語活動と捉えて効果的な単元開発を目指してきてい

るところです。 

本研究では，実社会や実生活との関わりを重視した課題を言語活動として位置付け，基礎的・

基本的な知識・技能を活用して解決する中で，思考・判断・表現し，自分の思いや考えを広げ深

めていく単元を求めていきます。 

当センターが昨年まとめた研究報告書を参考に，課題解決的な言語活動を位置付けた単元構成

のモデルを【図３】に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【図３】課題解決的な言語活動を位置付けた単元構成のモデル 

（「学習指導要領を具体化する小・中・高等学校国語科の指導法に関する研究―学びの連続性を

考慮し，言語活動の充実を図る授業づくり―研究報告書」（2016））P.5 を一部変更） 

－10－ 

 

○「主体的・対話的で深い学び」は，１単位時間の授業の中で全てが実現されるものではなく，

単元や題材のまとまりの中で，例えば主体的に学習を見通し振り返る場面をどこに設定するか，

グループなどで対話する場面をどこに設定するか，学びの深まりを作り出すために，子供が考

える場面と教員が教える場面をどのように組み立てるか，といった視点で実現されていくこと

が求められる。 

○各学校の取組が，毎回の授業の改善という視点を超えて，単元や題材のまとまりの中で，指導

内容のつながりを意識しながら重点化していけるような，効果的な単元の開発や設定に関する

研究に向かうものとなるよう，単元等のまとまりを見通した学びの重要性や，評価の場面との

関係などについて，総則などを通じてわかりやすく示していくことが求められる。 

（「答申」（2016）P.52） 



（２）思考の過程をたどる単元構成 

「深い学び」の実現に向けて，「子供自身が自分の思考の過程をたどり，自分が理解したり表現 

したりした言葉を，理解し直したり表現し直したりしながら思いや考えを深めること」のためには，

「理解し直したり」「表現し直したり」する活動を単元に位置付ける必要があると考えます。 

当センターでの昨年まとめた研究報告書（「学習指導要領を具体化する小・中・高等学校国語科の 

指導法に関する研究―学びの連続性を考慮し，言語活動の充実を図る授業づくり―研究報告書」

（2016））を参考に「思考の過程をたどる単元構成」についてモデル図を作成しました。【図４】【図

５】に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【図４】思考の過程をたどる単元構想      【図５】思考の過程をたどる単元構想  

   （ア 共通教材⇒並行読書材）      （イ 共通教材での表現⇒共通教材での再表現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム「ワックスの二度塗り」 

ワックスを二度塗りすると，一度塗りよりも「つやが出る」「深みが出る」 

ワックスを二度塗りすると，二度目の方が，一度目よりもなぜか「ていねいになる」 

 

一度目は，塗り方を教えられながら実行する。もちろん子供たちはまじめにやってくれるのだが，

あくまで「義務感」が強い。 

 

ところが，一度目がある程度乾き，二度塗りをやり始めると俄然主体的になる。 

塗り方を工夫したり，塗りむらがないように何度も確認したり，万全の仕上がりになるようにが

んばるもの。 

 

単純に２度目の方がうまくやりたいという思い 

２度目こそが自分の成果であるとの思いなどなど 

・・・いろいろあるのだろう。 

 

「思考の過程をたどる」ことで「深い学び」につなげて 

いこうというのもそういうことだと理解しているところ 

です。 

－11― 

 

  



（３）資質・能力を育む学習過程 

言葉による「見方・考え方」と「学びに向かう力、人間性等」を土台としての，学習活動の段階

や学習内容における「アクティブ・ラーニング」の３つの視点の位置付け，学習活動内で働かせる，

資質・能力について整理し，本研究の基本となる学習過程例（読むこと）を【図６】に示します。 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 単元と単位時間の構想 
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的の設定 

【対話的な学び】 

・互いの知見や考えを

広げたり，深めたり，

高めたりする言語活

動を行う学習場面を

計画的に設定 

学
習
目
的
に
沿
っ
た
構
成
展
開
理
解
、

内
容
把
握
、
登
場
人
物
の
関
係
把
握
、

心
情
把
握
、
表
現
意
図
の
把
握
等 

学
習
目
的
に
沿
っ
た
語
句
の
意
味
、
使

い
方
の
理
解
等 

構造と内容の把握
精査・解釈 

 

考えの形成及び 
表現・交流 

学
習
目
的
に
沿
っ
て
文
章
の
構
成
や

展
開
、
表
現
、
文
章
に
表
れ
た
も
の
の

見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
自
分
の
考

え
を
形
成
し
、
交
流
す
る 

【深い学び】 

・言葉で理解したり表現

したりしながら自分の

思いや考えを広げ深め

る「自分の思考の過程

をたどる」学習活動を

設定 

他
者
へ
の
評
価
、
他
者
か
ら
の
評
価 

自分の学習に対
する考察 
（振り返り） 

学
習
を
通
し
て
の
方
法
知
と
内
容
知

を
振
り
返
り
学
び
を
自
覚
す
る 

次
の
学
習
や
生
活
へ
の
活
用
を
図
る 

【主体的な学び】 

・「どう学んだのか」 

「何を学んだのか」 

「学んだことをどう

使うのか」の視点

による振り返り 

【働かせる資質・能力】 
（知識・技能） 
・言葉の働きや役割に関する理解 
・言葉の特徴やきまりに関する理解と使い分け 
・文章の種類に関する理解  など 
（思考力・判断力・表現力等） 
・情報を多角的・多面的に精査し，構造化する力 
・言葉によって感じたり想像したりする力，感情や想像

を言葉にする力 
・言葉を通じて伝え合う力 など 

【働かせる資質・能力】 
（知識・技能） 
・言葉の使い方に関する理解と使い分け 
・情報活用に関する知識・技能 など 
 
（思考力・判断力・表現力等） 
・言葉を通じて伝え合う力 
・考えを形成し深める力 
・構成・表現形式を評価する力 など 

「認識から思考へ」 「思考から表現へ」 

自分の思いや考えを深めるため，対象と言葉，言葉と言葉の関係を，言葉の意味，働き，使
い方等に着目して捉え，その関係性を問い直して意味付けること 

「国語科の思考の枠組み」＝「言葉による見方・考え方」 

学習過程に沿って学習を進める原動力 ＝「学びに向かう力・人間性等」 

①言葉を通して社会や文化を創造しようとする態度 ②自分のものの見方や考え方を広げ深めようとする態度
③集団としての考えを発展・深化させようとする態度 ④心を豊かにしようとする態度 
⑤自己や他者を尊重しようとする態度 ⑥我が国の言語文化を享受し，継承・発展させようとする態度 
⑦自ら進んで読書をすることで人生を豊かにしようとする態度 

【図６】資質・能力を育む学習過程例（読むこと）（「答申 別添資料」（2016）P.5 を参考に三つの視点の位置付け等を加えて作成） 
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【図６】補足 

学習過程例の見方 

学習目的の理解
（見通し） 

読
書
目
的
を
設
定
す
る 

学
習
計
画
を
立
て
る 

表
現
モ
デ
ル
を
分
析
す
る 

【主体的な学び】 

・子供自身が目的や

必要性を意識 

・実社会との関わり

を重視した読書目

的の設定 

【対話的な学び】 

・互いの知見や考えを

広げたり，深めたり，

高めたりする言語活

動を行う学習場面を

計画的に設定 

学
習
目
的
に
沿
っ
た
構
成
展
開
理
解
、

内
容
把
握
、
登
場
人
物
の
関
係
把
握
、

心
情
把
握
、
表
現
意
図
の
把
握
等 

学
習
目
的
に
沿
っ
た
語
句
の
意
味
、
使

い
方
の
理
解
等 

構造と内容の把握
精査・解釈 

 

【働かせる資質・能力】 
（知識・技能） 
・言葉の働きや役割に関する理解 
・言葉の特徴やきまりに関する理解と使い分け 
・文章の種類に関する理解  など 
（思考力・判断力・表現力等） 
・情報を多角的・多面的に精査し、構造化する力 
・言葉によって感じたり想像したりする力、感情や想像

を言葉にする力 
・言葉を通じて伝え合う力 など 

「認識から思考へ」 「思考から表現へ」 

「国語科の思考の枠組み」 
＝「言葉による見方・考え方」 

学習過程に沿って学習を進める原動力 
＝「学びに向かう力・人間性等」 
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その活動を通じて「どのよう

な資質・能力を育成するのか」

その活動の遂行にあたって「ど

の資質・能力を働かせるのか」

を示しています。 

その段階では，「どのような学

習内容・学習活動を行うのか」

を示しています。 

 

 

ここでは，「どのような学習の

段階なのか」を示しています。 

学習活動の大きな流れをつか

みます。 

 

このワンシートで 

ア 授業づくりの視点 

イ 授業参観の視点 

ウ 校内研の視点 

エ 不断の授業改善の視点 

になることを目指しました。 

 

働かせる資質・能力 

学習活動の段階 

学習の内容 

本シートの目的 

ここでは，各学習の段階にお

いて「主にどの視点を意識して 

授業づくりをするのか」を示し

ています。 

 

三つの視点の位置付け 

土台として 

「言葉による見方・考え方」「学

びに向かう力・人間性等」が学

びの中核や原動力となることを

示しています。 



 

 

 １ 本研究における学習評価に対する基本的な考え  

  「答申」（2016）には，学習評価の意義について，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

   また，評価の観点や評価場面については，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 「主体的に学習に取り組む態度」の評価については，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 多面的多角的な評価については，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

 

 自己評価については，以下のように述べられています。 

 

 

 

 

Ⅲ 学習評価の充実                        「何が身に付いたか」 

○学習評価は，学校における教育活動に関し，子供たちの学習状況を評価するものである。「子供

たちにどういった力が身に付いたか」という学習成果を的確に捉え，教員が指導の改善を図る

とともに，子供たち自身が自らの学びを振り返って次の学びに向かうことができるようにする

ためには，この学習評価が極めて重要であり，教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性をも

った形で改善を進めることが求められる。（「答申」（2016）P.60） 

 

○観点別評価については，目標に準拠した評価の実質化や，教科・校種を超えた共通理解に基づ

く組織的な取組を促す観点から，小・中・高等学校の各教科を通じて，「知識・技能」「思考・

判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理することとし，指導要録の様式

を改善することが必要である。（「答申」（2016）P.61） 

○これらの観点については，毎回の授業で全てを見取るのではなく，単元や題材を通じたまとま

りの中で，学習・指導方法と評価の場面を適切に組み立てていくことが重要である。（「答申」

（2016）PP.61-62） 

○評価の観点のうち「主体的に学習に取り組む態度」については，学習前の診断的評価のみで判

断したり，挙手の回数やノートの取り方などの形式的な活動で評価したりするものではない。

子供たちが自ら学習の目標を持ち，進め方を見直しながら学習を進め，その過程を評価して新

たな学習につなげるといった，学習に関する自己調整を行いながら，粘り強く知識・技能を獲

得したり思考・判断・表現しようとしたりしているかどうかという，意思的な側面を捉えて評

価することが求められる。（「答申」（2016）P.62） 
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○資質・能力のバランスのとれた学習評価を行っていくためには，指導と評価の一体化を図る中

で，論述やレポートの作成，発表，グループでの話し合い，作品の制作等といった多様な活動

に取り組ませるパフォーマンス評価などを取り入れ，ペーパーテストの結果にとどまらない，

多面的・多角的な評価を行っていくことが必要である。（「答申」（2016）P.63） 

○子供一人一人が，自らの学習状況やキャリア形成を見通したり，振り返ったりできるようにす

ることが重要である。そのため，子供たちが自己評価を行うことを，教科等の特質に応じて学

習活動の一つとして位置付けることが適当である。（「答申」（2016）P.63） 



 本研究においては，次の６点に留意し，研究実践を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 国語科の評価の観点及びその趣旨  

本研究実践にあたっては，中央教育審議会教育課程企画特別部会国語ワーキンググループによる

「国語ワーキンググループにおける審議の取りまとめ（以下「国語ＷＧ審議のまとめ」という）」

（2016）による「国語科における評価の観点のイメージ」【表５】を参考としました。 

 

【表５】国語科における評価の観点のイメージ（「国語ＷＧ審議のまとめ」（2016）資料４より作成） 

  
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に 

学習に取り組む態度 

高等学校 

生涯にわたる社会生活や

専門的な学習に必要な国語

の特質について理解し適切

に使うことができている。 

創造的・論理的思考や感性・情

緒を働かせて思考力や想像力を

豊かにし，多様な他者や社会との

関わりの中で，国語で的確に理解

し効果的に表現することを通し

て自分の思いや考えを深めてい

る。 

言葉を通じて積極的に多様な

他者や社会と関わったり，思い

や考えを深めたりしようとする

とともに，言葉の意義を認識し，

自覚的に読書に取り組み，言葉

を効果的に使おうとしている。 

中学校 

社会生活に必要な国語の

特質について理解し適切に

使うことができている。 

創造的・論理的思考や感性・情

緒を働かせて思考力や想像力を

豊かにし，社会生活における人と

の関わりの中で，国語で正確に理

解し適切に表現することを通し

て自分の思いや考えを深めてい

る。 

言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えを深めた

りしようとするとともに，言葉

の価値を認識し，進んで読書に

取り組み，言葉を適切に使おう

としている。 

小学校 

日常生活に必要な国語の

特質について理解し使うこ

とができている。 

創造的・論理的思考や感性・情

緒を働かせて思考力や想像力を

養い，日常生活における人との関

わりの中で，国語で正確に理解し

適切に表現することを通して自

分の思いや考えを深めている。 

言葉を通じて積極的に人と関

わったり，思いや考えを深めた

りしようとするとともに，言葉

のよさを味わい，読書に取り組

み，言葉をよりよく使おうとし

ている。 
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ア 学習評価の目的は，「学習成果の把握」「教員の指導改善」「学習者の学びの推進力」とする。 

イ 評価の観点は「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観

点とする。 

ウ 単元の中に，学習・指導方法と評価の場面を適切に組み入れる。 

エ 評価規準は「子供たちにどういった力が身に付いたか」を子供の姿として示す。 

オ 単元に課題解決的な言語活動を位置付け，パフォーマンス評価を行っていく。 

カ 学習活動の中に自己評価を位置付ける。 

本研究実践における学習評価 



現行の国語科においては，「（国語への）関心・意欲・態度」，「話す・聞く能力」，「書く能力」，「読む

能力」，「（言語についての）知識・理解（・技能）」の観点で評価していますが，前頁で記した通り本研

究においては，「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」を観点として評価

していきます。 

その際，現行の「言語についての知識・理解・技能」がそのまま「知識・技能」に関する観点に，現

行の「話す・聞く能力」，「書く能力」，「読む能力」がそのまま「思考力・判断力・表現力等」に関する

観点に移行するものではないという点に留意が必要です。 

現行では，「話す・聞く能力」「書く能力」「読む能力」を基礎的・基本的な知識・技能と「思考・

判断・表現」とを合わせて評価する観点として位置付け，「（言語についての）知識・理解（・技能）」

は主に「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」に関わって評価する観点として位置付けられて

いますが，「国語科において育成を目指す資質・能力の整理」の「知識・技能」には，これまで「知識・

理解」としては明確に位置付けられてこなかった，話したり聞いたり書いたり読んだりする技能も含ま

れていることなどの違いがあります。 

現行の評価の観点及びその趣旨について【参考１】【参考２】に示します。 

 

【参考１】現行学習指導要領による高等学校国語の評価の観点及びその趣旨 

（「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【高等学校 国語】」（2012）P.23より） 

関心・意欲・態度 話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解 

 国語で伝え合う

力を進んで高める

とともに，言語文化

に対する関心を深

め，国語を尊重して

その向上を図ろう

とする。 

 目的や場に応じ

て効果的に話し的

確に聞き取ったり，

話し合ったりして，

自分の考えをまと

め，深めている。 

 相手や目的，意図

に応じた適切な表

現による文章を書

き，自分の考えをま

とめ，深めている。 

 文章を的確に読

み取ったり，目的に

応じて幅広く読ん

だりして，自分の考

えを深め，発展させ

ている。 

 伝統的な言語文

化及び言葉の特徴

やきまり，漢字など

について理解し，知

識を身に付けてい

る。 

【参考２】現行学習指導要領による中学校国語の評価の観点及びその趣旨 

（「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料【中学校 国語】」（2011）P.21より） 

国語への 

関心・意欲・態度 
話す・聞く能力 書く能力 読む能力 

言語についての 

知識・理解・技能 

 国語で伝え合う

力を進んで高める

とともに，国語に対

する認識を深め，国

語を尊重しようと

する。 

 目的や場に応じ，

適切に話したり聞

いたり話し合った

りして，自分の考え

を豊かにしている。 

 相手や目的，意図

に応じ，筋道を立て

て文章を書いて，自

分の考えを豊かに

している。 

 目的や意図に応

じ，様々な文章を読

んだり読書に親し

んだりして，自分の

考えを豊かにして

いる。 

 伝統的な言語文

化に親しんだり，言

葉の特徴やきまり，

漢字などについて

理解し使ったりす

るとともに，文字を

正しく整えて速く

書いている。 
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 ３ 評価規準の設定と評価の実際  

  目標に準拠した評価を着実に実施するためには，各教科の目標だけでなく，領域や内容項目レベル

の学習指導のねらいが明確になっている必要があります。そして，学習指導のねらいが生徒の学習状

況として実現されたというのは，どのような状態になっているかが具体的に想定されている必要があ

ります。このような状況を具体的に示したものが「評価規準」であると捉えて，評価規準を設定しま

した。 

 （１）単元の評価規準の設定 

    単元における評価規準については，以下のような考えのもとで設定しました。 

 

 

 

 （２）単位時間の評価規準の設定 

    単元における観点別学習状況の評価に係る最適な時期や方法を観点ごとに整理したものとして

単位時間の評価規準を設定しています。 

単位時間における評価規準については，以下のような考えのもとで設定しました。 

 

 

 

 

 （３）評価の実際 

    評価規準と評価について一例を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

構
造
と
内
容
の
把
握 
 
精
査 
・ 
解
釈 

【学習課題】 

・担当社説の構成・展開について教科

書社説での学びを生かして，可視化

（色分け）しよう。 

【主な学習活動】 

・教科書の社説の構成・展開の仕方を

とらえ，色分けする。 

・自分の担当社説の構成・展開の仕方

をとらえ，色分けする。 

・解説原稿３・４を記入する。 

【評価規準（Ｂ）】（知・技） 

・社説の構成・展開を読むための必要な観点を理解 

し，４色で色分けできている。 

【Ａの視点（例）】 

・効率的に，目的に沿って，色分けできている。 

【Ｃの手立て】 

・グループによる協働及びつまずき予測による机間 

指導  

【評価方法】 

・学習シート ・観察 ・振り返りの記述内容 
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ア 「国語科における評価の観点のイメージ（本書Ｐ．15）」において示された各観点の趣旨

を「評価規準に盛り込むべき事項」とする。 

イ 単元の目標と言語活動を掛け合わせて設定する。 

ア 「おおむね満足できる」状況と判断されるものについて【評価規準（Ｂ）】として示す。 

イ 「十分満足できる」状況と判断するための視点として【Ａの視点（例）】を示す。これは，

【評価規準（Ｂ）】に加えて，生徒がどのような姿であればよいのかを端的に示すこととする。 

ウ 「努力を要する」状況と判断された場合の手立てを【Ｃの手立て】として示す。 

 

 

【観察】 

色分けできている。⇒Ｂ以上 

「今日は可視化することが

できた。可視化すると，構

成・展開の違いが一目で分

かる。」 

【観察】 

効率的に色分けが

でき，仲間にもアド

バイスしている。 

⇒Ａ 

【振り返り記述】 

可視化の効用を理

解している。 

⇒Ａ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

考
え
の
形
成
及
び 
表
現 
 

【学習課題】 

・社説の共通点や相違点を色分けから

浮かび上がった特徴を使い，解説原

稿にまとめよう。 

【主な学習活動】 

・自分の担当社説を比べ，構成や内容

についての特徴を見直して意味付け

たことを解説原稿５・６にまとめる。 

 

【評価規準（Ｂ）】（思・判・表） 

・二つの社説を比較し，共通点や相違点について言葉

で表現するとともに，二つの社説を関連付けて自分

の考えをもち，言葉で表現している。 

【Ａの視点（例）】 

・考察も含めて表現している。 

・自分の考えを見出しと関連させて表現している 

【Ｃの手立て】 

・グループによる協働及びつまずき予測による 

机間指導 

【評価方法】 

・学習シート ・観察 ・振り返りの記述内容 

 

【学習シート】 

二つの社説を比較し，共通点や相違点について言葉で表現するととも

に，二つの社説を関連付けて自分の考えをもち，言葉で表現している。 

⇒Ｂ以上 

書いてある「内容」

を根拠として，読み

手に伝わる印象を考

察している。⇒Ａ 

 

 

書いてある「順序」

を根拠として，読み

手に伝わる印象を考

察している。⇒Ａ 

 

 

Ａ社説の見出し

「山の日 自分と向

き合う契機に」Ｂ社

説の見出し「山の日 

自然との付きあい方

を学ぼう」と関連さ

せて自分の考えを表

現している。⇒Ａ 
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１ 単元名 

  「ニュースの深層 ～社説を比べて解説しよう～」 

   ・主 教 材「新聞の社説を比較して読もう」（国語３ 光村図書） 

   ・補助教材「朝日新聞 平成 28 年 8 月 5 日，11 日，20 日，23 日」 

        「読売新聞 平成 28 年 7 月 23 日，8 月 7 日，11 日，19 日，23 日」 

        「産経新聞 平成 28 年 7 月 23 日」   

    ※ 補助教材として，「リオ五輪開幕」「ポケモンＧＯ」「山の日」「ホーム転落事故」「リオ五輪

閉幕」について論じた社説を二紙並記して示した。      

 

２ 単元の目標及び単元で働く「見方・考え方」 

（１）単元の目標 

【知識・技能】 

・文章の展開の仕方を捉え，内容の理解に役立てることができる。 

  【思考力・判断力・表現力等】 

・二つの文章を比べ，共通点や相違点を言葉で表現することができる。 

   ・二つの文章を関連させて自分の考えをもち，言葉で表現することができる。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・文章を読んで自分や他の人の考えを広げたり，深めたりしようとしている。 

 

      現行学習指導要領との関連 「Ｃ 読むこと」 

       イ 文章の論理の展開の仕方をとらえ，内容の理解に役立てること 

エ 文章を読んで人間，社会，自然などについて考え，自分の意見をもつこと 

 

（２）単元で働く「見方・考え方」 

新聞社説の表現・内容に対する自分や他の人の考えを広げたり，深めたりするため，同一テーマ

の複数社説を「見出し」「トピック」「構成」「内容」に着目して捉え，二つの社説を関連させること

でそれぞれの特徴を見直して意味付け，言葉で表現すること。 

 

３ 単元の評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

社説の構成・展開を読むため

の必要な観点を理解し，４色で

色分けできている。 

 

 

 

 二つの社説を比較し，共通点

や相違点について言葉で表現す

るとともに，二つの社説を関連

付けて自分の考えをもち，言葉

で表現している。 

 

社説を読むことを通して，自

分のものの見方や考え方を深め

よとするとともに，言葉を通じ

て人と関わり，自分のみではな

く他の人の考えを広げたり，深

めたりしようとしている。 

 

Ⅳ 実践事例 

事例１（中学校第 3学年） 平成 28年 9月 12日～16日  

学 級：奥州市立水沢南中学校 3年 5組 指導者：県立総合教育センター 早川 貴之 
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４ 単元の指導と評価の計画（全４時間） 

次 時 段階 学習課題と主な学習活動 評価規準と評価方法 

一 １ 

 

学

習

目

的

の

理

解 

 

【学習課題】 

・早川解説員の解説から，社説解説の

意味を見いだし，自分の解説につい

てのプランを立てよう。 

【主な学習活動】 

・表現モデルを分析し，課題遂行に必

要な力を見い出すことからプランを

立てる。 

・グループ内で取り組む社説を分担す

る。 

・解説原稿１・２を記入する。 

【評価規準（Ｂ）】（主） 

・社説解説によってどのような力が身に付くのか 

を考えている。 

【Ａの視点（例）】 

・複数の視点から考えている。  

・関連性，順序性を捉えて考えている。 

【Ｃの手立て】 

・板書による可視化 

【評価方法】 

・発言 ・観察 ・振り返りの記述内容  

二 

２ 

構
造
と
内
容
の
把
握 
 
精
査 
・ 
解
釈 

【学習課題】 

・担当社説の構成・展開について教科

書社説での学びを生かして，可視化

（色分け）しよう。 

【主な学習活動】 

・教科書の社説の構成・展開の仕方を

捉え，色分けする。 

・自分の担当社説の構成・展開の仕方

を捉え，色分けする。 

・解説原稿３・４を記入する。 

【評価規準（Ｂ）】（知・技） 

・社説の構成・展開を読むための必要な観点を理 

解し，４色で色分けできている。 

【Ａの視点（例）】 

・効率的に，目的に沿って，色分けできている。 

【Ｃの手立て】 

・グループによる協働及びつまずき予測による机 

間指導  

【評価方法】 

・学習シート ・観察 ・振り返りの記述内容 

３ 

考
え
の
形
成
及
び 
表
現 
・
交
流 
 
自
分
の
学
習
に
対
す
る
考
察 

【学習課題】 

・社説の共通点や相違点を色分けから

浮かび上がった特徴を使い，解説原

稿にまとめよう。 

【主な学習活動】 

・自分の担当社説を比べ，構成や内容

の特徴を見直して意味付けしたこと

を解説原稿５・６にまとめる。 

 

 

 

【評価規準（Ｂ）】（思・判・表） 

・二つの社説を比較し，共通点や相違点について 

言葉で表現するとともに，二つの社説を関連付け

て自分の考えをもち，言葉で表現している。 

【Ａの視点（例）】 

・考察も含めて表現している。 

・自分の考えを見出しと関連させて表現している 

【Ｃの手立て】 

・グループによる協働及びつまずき予測による机 

間指導 

【評価方法】 

・学習シート ・観察 ・振り返りの記述内容 

三 ４ 

【学習課題】 

・担当社説をこれまでの準備を生かし

て全力で解説し，身に付いた力を確

かめよう。 

【主な学習活動】 

・学習の成果を発揮してグループ内で

交流する。 

・自他の考えが広がったり深まったり

するように質問をしたり，感想を述

べたりする。 

・単元の振り返りとして，何ができる

ようになったかを自分なりにまと

める。 

【評価規準（Ｂ）】（主） 

・言葉を通じて人と関わり，自分のみではなく他 

の人の考えを広げたり，深めたりしようとしてい

る。 

【Ａの視点（例）】 

・相手の立場，存在を尊重している。 

・自分と関連させて深めている。 

【Ｃの手立て】 

・練習（確認）時間の確保 

・ワークシートへの質問例の記載 

【評価方法】 

・観察 

・振り返りの記述内容 
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５ アクティブ・ラーニングの３つの視点に立った授業改善の提案 

 

 

 
「答申」の記述 実践内容 

「主体的な学び」

の実現に向けて 

○子供自身が目的や必要性を意識して取り組め

る学習となるよう，学習の見通しを立てたり

振り返ったりする学習場面を計画的に設ける

こと 

 

 

 

○子供たちの学ぶ意欲が高まるよう，実社会や

実生活との関わり重視した学習課題として，

子供たちに身近な話題や現代の社会問題を取

り上げたり自己の在り方生き方に関わる話題

を設定したりすること 

・教師による課題の演示【１】 

・課題遂行のために必要な「力」

を洗い出し，それによる学習プ

ランの作成【２】 

・「学習の道しるべ」の活用による 

「見通しと振り返り」活動の充実 

 【３】 

・実際の新聞社説を学習材化 

・ポケモンやオリンピック，山の

日といった子供たちに身近な話

題やホーム転落死といった社会

問題に関わる話題の学習材化 

【４】 

「対話的な学び」

の実現に向けて 

○互いの知見や考えを広げたり，深めたり，高

めたりする言語活動を行う学習場面を計画的

に設ける 

・同じ社説を選択しているもの同

士のグループとそれぞれ違うも

のを選択しているグループの２

つによる，学習目的に応じた使

い分け【５】 

 

「深い学び」 

の実現に向けて 

○言葉で理解したり表現したりしながら自分の

思いや考えを広げ深める学習活動を設ける 

 

 

 

 

 

○子供自身が自分の思考の過程をたどり，理解

し直したり表現し直したりしながら思いや考

えを深めることが重要 

・同一テーマによる複数社説を教

材とし，内容や構成を言葉で理

解し，理解したことをもとに社

説解説として表現することを通

して自分の思いや考えを広げ深

める単元課題の設定【６】 

 

・教科書教材を共通教材として学

習を進め，そこでの学びの過程

をたどり，自己選択課題に取り

組むことで不十分な理解が確か

な理解へと深まっていく単元構

成及び単位時間の設定【７】 
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６ 本時の実際 

 （第１時） 

 学 習 活 動  三つの視点による実践内容・指導上の留意点 

 

導 

 

 

入 

 

 

１ 教材への理解を深める。 

（１）社説の理解 

（２）社説の構成の理解 

  ・ ４色に色分けされた社説を読み，各色の

色分けの意味について考える。 

 

 

・社説とは何かを問い，社説への関心を高める。 

・リオ五輪開幕について論じた２社の社説を４色 

で色分けしたものを配付し，関心を高める。 

・４色の色分けの意味について問うが，時間をかけ

ずに説明に移る。 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

 

３ 本時の課題を解決する。 

（１）表現モデルによりゴールの姿を理解する。 

（２）表現モデルを分析する。 

・単元の課題遂行のために求められる力，

あるいは課題遂行により得られる力につ

いて考える。 

・それらの力に順序付けを行い，学習プラ

ンを立てる。 

 

 

 

 

 

 

４ 解説を担当する社説をグループで分担する。 

（１）３～４人グループ内で分担する。 

（２）分担にそって解説原稿の「１」「２」を記

入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ポケモンＧＯ」「山の日」「ホーム転落事故」「リ

オ五輪閉幕」について論じた社説を各グループそ

れぞれ一人ずつ担当する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

 

末 

 

５ 学習を振り返る。 

 

６ 次時の見通しをもつ。 

 

 

 

 

【学習課題】 早川解説員の解説から，社説解説の意味を見い出し，自分の解説についての

プランを立てよう。 

【まとめ】 課題を解決するために必要な力を考え，順序付けすることでプランとなる。 

【実践内容 １】（主体的） 

生徒の意欲・関心を高める

ための，単元に位置付けた

言語活動である社説解説

の指導者による演示 

【実践内容 ２】（主体的） 

課題遂行のために必要な

「力」を洗い出し，それに

よる学習プランの作成 

 

【実践内容 ４】（主体的） 

ポケモンやオリンピック，

山の日といった子供たち

に身近な話題やホーム転

落死といった社会問題に

関わる話題の学習材化 

【実践内容 ３】（主体的） 

「学習の道しるべ」の活用

による「見通しと振り返

り」活動の充実 
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【生徒振り返り】 

社説についてわかりました。

解説を聞いて，自分もあのよう

にできるようにがんばりたいと

思いました。次の時間もがんば

っていきたいです。 

【生徒振り返り】 

今日は，解説を聞いて，どんなことをするのかや，

今後の進め方についても知ることができた。色分け

をされたものを見るとここにはどんなことが書か

れているのかがとてもわかりやすかった。次回は自

分も色分けをするのでがんばりたい。 

【参観者（学級担任）コメント】 

ゴールを明確に提示し，意欲付けを図っていた。第１時に，単元のゴールの姿を提示

することは，生徒たちに見通しをもたせる有効な手段であると感じた。 

「付けたい力」を確認し，授業で意識させていた。どんな順番で学びが深まるのかを

考えさせていた。 
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教師による表現モデルの演示 担当社説をグループで分担 

板書 

【生徒振り返り】 

始まりに先生の社説

の解説を聞いて，とても

イメージがわきやすく

「やるぞ」という気持ち

になりました。 

【生徒振り返り】 

社説を解説するためには，まず，自

分が内容をよく理解すること，相手に

伝える表現力を付けることが大切にな

ってくるのでがんばりたい。 

  



（第２時） 

 学 習 活 動 三つの視点による実践内容・指導上の留意点 

 

 

導 

 

 

入 

 

１ 本単元のねらいと前時の学習を確認する。 

 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

 

・紙板書により単元名と付けたい力を表示するこ 

とで意識化を図る。 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

３ 本時の見通しをもつ。 

 

４ 本時の課題を解決する。 

（１）共通テキストで４色色分けを行う。 

・４色色分けの方法を確認し，色分けをす

る。 

・各色の内容について確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）選択テキストで４色色分けを行う。 

・発表用フリップに清書する。 

  ・解説原稿「３」「４」を記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人での活動のあと，グループでの交流の時間を

短時間設け，訂正や補強を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同一選択者同士のグループに組み替える。 

 

 

終 

 

末 

 

５ 学習を振り返る。 

 

６ 次時の見通しをもつ。 

 

 

 

 

【学習課題】 担当社説の構成・展開について教科書社説での学びを生かして，可視化（色

分け）しよう。 
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【実践内容 ３】（主体的） 

「学習の道しるべ」の活用

による「見通しと振り返

り」活動の充実 

【実践内容 ３】（主体的） 

見通しをもたせるため「学

習の道しるべ」の【目指す

姿】の確認 

【実践内容 ７】（深い） 

教科書教材を共通教材と

して学習を進め，そこでの

学びの過程をたどり，自己

選択課題取り組むことで

不十分な理解が確かな理

解へと深まっていく単元

構成及び単位時間の設定 

【まとめ】４色色分け法により、大きく展開を捉え，内容の理解に役立てることができる。 

【実践内容 ５】（対話的） 

同じ社説を選択している

もの同士のグループとそ

れぞれ違うものを選択し

ているグループの２つに

よる，学習目的に応じた使

い分け 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒振り返り】 

色分けをするとき，自分で

考え，プラス面とマイナス面

が区別できるようになったの

で，ほかの新聞でもやってみ

たいと思った。 

  

 

【生徒振り返り】 

全て色分けすることができた。周り

の人とも交流できたし，席を移動して

同じのを選んだ人同士の交流はやり

やすいと思いました。 

【生徒振り返り】 

今日は可視化することができた。

可視化すると，どこがよい点でどこ

が悪い点なのかが一目でわかる。 

【参観者（学級担任）コメント】 

学習の流れ，生徒の意識に沿って席を移動してグループ交流をしていた。自分か

ら呼びかけてグループを作ることは今までやったことはなかったが，有効であると

感じた。 

同じ題材を選んだもの同士でグループを作り，グループで色分けする際，「ここは

どうなった？」と聴き合い，学び合う姿勢が見られた。 
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「学習の道しるべ」による【目指す姿の確認】 

板書 

選択テキストでの４色色分け 

 

 

 

可視化のあと，解説原稿に記入 



（第３時） 

 学 習 活 動 三つの視点による実践内容・指導上の留意点 

 

導 

入 

 

５

分 

１ 本単元のねらいと前時の学習を確認する。 

 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

 

・紙板書により単元名と付けたい力を表示するこ 

とで意識化を図る。 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

 

３ 本時の見通しをもつ。 

 

４ 本時の課題を解決する。 

（１）特徴を見るための観点を確認する。 

ア 緑と青の面積 

イ 緑と青の順序 

ウ Ａの緑（青）とＢの緑（青）の取り上

げたトピック 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）共通テキストを上記の観点で見て意見交流

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）選択テキストを使い，社説の共通点や相違

点を色分けから浮かび上がった特徴を使い，

解説原稿にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

・同一選択者同士のグループ体制にする。 

 

 

 

 

 

 

 

・個人での活動のあと，グループでの交流の時間を

短時間設け，訂正や補強を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

終 

 

末 

 

５ 学習を振り返る。 

 

６ 次時の見通しをもつ。 

 

 

 

 

【学習課題】 社説の共通点や相違点を色分けから浮かび上がった特徴を使い，解説原稿に

まとめよう。 
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【実践内容 ３】（主体的） 

見通しをもたせるため「学

習の道しるべ」の【目指す

姿】の確認 

【実践内容 ３】（主体的） 

「学習の道しるべ」の活用

による「見通しと振り返

り」活動の充実 

【実践内容 ７】（深い） 

教科書教材を共通教材と

して学習を進め，そこでの

学びの過程をたどり，自己

選択課題取り組むことで

不十分な理解が確かな理

解へと深まっていく単元

構成及び単位時間の設定 

【実践内容 ５】（対話的） 

同じ社説を選択している

もの同士のグループとそ

れぞれ違うものを選択し

ているグループの２つに

よる，学習目的に応じた使

い分け 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参観者（学級担任）コメント】 

「単元名」と「付けたい力」を毎時間初めに確認し，提示することで生徒たちは振り

返りの時間に「何の力が身に付いているのか（身に付けようとしているのか）」を意識

するようになった。 

【生徒振り返り】 

主張やマイナス面を探しながら線

を引いていたら，それに対して筆者

の考えなどを見つけることができた

ので，次回はそれを踏まえて勉強し

たいと思います。 

【生徒振り返り】 

共通点や相違点を解説原稿にまとめて，

ＡとＢの色の分量や構成についてよいと

ころや改善するところを見つける力を付

けることができたので今後に生かしてい

きたい。 
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板書 

 

本時のワークシート記入 



（第４時） 

 学 習 活 動 三つの視点による実践内容・指導上の留意点 

 

導 

 

 

 

入 

 

１ 本単元のねらいと前時の学習を確認する。 

 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

 

・紙板書により単元名と付けたい力を表示するこ 

とで意識化を図る。 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

 

３ 本時の見通しをもつ。 

 ア 練習（確認）５分 

 イ 解説・交流  ８分×４ 

  ・ ５分程度で解説 

  ・ ３分程度で交流 

 ウ 単元の振り返り ８分    

 

４ 本時の課題を解決する。 

 ・ 見通しに沿って活動する。 

 

 

 

 

終 

 

末 

 

 

５ 学習を振り返る。 

 

６ 次時の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習課題】  

担当社説をこれまでの準備を生かして全力で解説し，身に付いた力を確かめよう。 

【実践内容 ６】（深い） 

同一テーマによる複数社

説を教材とし，内容や構成

を言葉で理解し，理解した

ことをもとに社説解説と

して表現することを通し

て自分の思いや考えを広

げ深める単元課題の設定 

【実践内容 ３】（主体的） 

「学習の道しるべ」の活用

による「見通しと振り返

り」活動の充実 
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７ 資料 
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１ 単元名 

   「評論の対比構造をとらえ，筆者の主張を読みとろう」 

    ・ 主 教 材「水の東西」（国語総合 数研出版） 

    ・ 補助教材「菊とポケモン」（新潮社）  

 

２ 単元での目標及び単元で働く「見方・考え方」 

（１）単元の目標 

【知識・技能】 

・文章の構成や展開の仕方を捉え，内容の理解に役立てることができる。 

  【思考力・判断力・表現力等】 

・文書の論理展開に見られる「対比」を図式化することができる。 

・文章構成をもとに要旨や筆者の主張を捉え，自分の考えと結び付けて言葉で表現することができる。 

【学びに向かう力，人間性等】 

・文章を読んで自分や他の人の考えを広げたり，深めたりしようとしている。 

 

   現行学習指導要領との関連 「Ｃ 読むこと」 

     イ 文章の内容を叙述に即して読み取ったり，必要に応じて要約や詳述をしたりすること。 

エ 文章の構成や展開を確かめ，内容や表現について評価したり，書き手の意図を捉えたり 

すること。 

（２）単元で働く「見方・考え方」 

評論の表現・内容に対する自分や他の人の考えを広げたり，深めたりするため，比較文化論の目的，特 

徴に着目し，論理の展開（対比）を図式化することで評論の要旨や筆者の主張を捉え，捉えたことについ

て自分の考えをもち，言葉で表現すること。 

 

３ 単元の評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

比較文化論を読むための，対比

による文章構造を理解し，文中にお

ける対比関係を指摘することができ

ている。 

 

 

論理の展開，構成に即して対比 

構造を図式化するとともに，要旨

や筆者の主張を捉え，自分の考え

と結び付けて言葉で表現してい

る。 

 

比較文化論を読むことを通し

て，自分のものの見方や考え方を

深めようとするとともに，言葉を

通じて人と関わり，自分のみでは

なく他の人の考えを広げたり，深

めたりしようとしている。 
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事例２（高校第２学年） 平成 28年 11月 2１日  

学 級：岩手県立岩泉高等学校 ２年 指導者：県立総合教育センター 横田 昌之 



４ 単元の指導と評価の計画（全４時間） 

次 時 段階 学習課題と主な学習活動 評価規準と評価方法 

一 １ 

 
 
 
学
習
目
的
の
理
解 
 

【学習課題】 

・「対比」構造を理解しよう。 

【主な学習活動】 

・導入教材を分析し， 

 ①対比関係にある語や表現を見つけ，

赤線と青線で引き分ける。 

 ②グループで互いの見解を共有しなが

ら，学習シートにまとめていく。 

 ③個々に構成図を作成し，筆者の主張

を記述する。 

・主教材を通読して，単元の見通しを確

認した後，個々に構成図を作り，筆者

の主張を記述する。 

【評価規準（Ｂ）】（知・技） 

・比較文化論を読むための，対比による文章構造を 

理解し，文中における対比関係を指摘することがで

きている。 

【Ａの視点（例）】 

・主張に結び付く対比関係について指摘することが 

できている。 

【Ｃの手立て】 

・グループによる協働，机間指導による支援 

  

【評価方法】 

・学習シート     ・観察 

・振り返りの記述内容 

二 

２ 

 
 
 
構 
造 
と 
内 
容 
の 
把 
握 
 
 
精
査 
・ 
解
釈 
 
 

【学習課題】 

・「水」の楽しみ方の日本人と西洋人の違

いを整理しよう。 

 

【主な学習活動】 

・〈第一段落と第二段落の読解〉 

 〇「水」の楽しみ方の日本人と西洋
人の違いについて，対比関係にあ
る語や表現から読み取る。 

＊グループ・全体で互いの見解を共有  

【評価規準（Ｂ）】（思・判・表） 

・「水」の楽しみ方の日本人と西洋人の違いを整理し，

図式化している。 

【Ａの視点（例）】 

・具体を踏まえ抽象化した部分も押さえられている。 

【Ｃの手立て】 

・グループによる協働，机間指導による支援 

【評価方法】 

・学習シート ・観察 ・振り返りの記述内容 

３ 

【学習課題】 

・日本人と西洋人の感性の違いを整理し，

まとめよう。 

【主な学習活動】 

・〈第三段落と第四段落の読解〉 

 〇日本人と西洋人の感性の違いについ

て，日本人の「噴水」と「鹿おどし」

の捉え方に着目し，対比関係にある

語や表現から読み取る。 

＊グループ・全体で互いの見解を共有 

【評価規準（Ｂ）】（思・判・表） 

・日本人と西洋人の感性の違いを整理し，図式化し 

ている。 

【Ａの視点（例）】 

・外面的な事情と内面的な事情があること，日本人

の感性が関連していることを押さえている。 

【Ｃの手立て】 

・グループによる協働，机間指導による支援 

【評価方法】  

・学習シート ・観察 ・振り返りの記述内容 

三 ４ 

考
え
の
形
成 
及
び
表
現 
・ 
交
流 
 
自
分
の 
学
習
に
対
す 
る
考
察 

【学習課題】 

・日本人と西洋人の感性の違いを整理し，

筆者の主張を言葉で表現してみよう。 

【主な学習活動】 

・グループ内で交流する。 

・自他の考えが広がったり深まったりす

るように質問をしたり，感想を述べた

りし，グループとしての構成図を作成

する。 

・全体で交流し，分析する。 

・単元の振り返りとして，交流後にもう 

一度，個々に構成図の作成と筆者の主 

張をまとめ直し，１度目のものと見比 

べ，何ができるようになったかを自分 

なりにまとめる。 

【評価規準（Ｂ）】 

・構成図をもとに，要旨や筆者の主張を捉え，自分 

の考えと結び付けて言葉で表現している。 

（思・判・表） 

・言葉を通じて人と関わり，自分のみではなく他の 

人の考えを広げたり，深めたりしようとしている。

（主） 

【Ａの視点（例）】 

・「流れる水と噴き上げる水」，「時間的な水と空間的

な水」，「見えない水と目に見える水」の全ての項目

について記述している。（思・判・表） 

・相手の立場，存在を尊重している。（主） 

【Ｃの手立て】 

・グループによる協働，机間指導による支援 

【評価方法】 

・学習シート ・観察 ・振り返りの記述内容 
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５ アクティブ・ラーニングの３つの視点に立った授業改善の提案 

 

 「答申」の記述 実践内容 

「主体的な学び」

の実現に向けて 

○子供自身が目的や必要性を意識して取り組め

る学習となるよう，学習の見通しを立てたり

振り返ったりする学習場面を計画的に設ける

こと 

 

 

 

○子供たちの学ぶ意欲が高まるよう，実社会や

実生活との関わり重視した学習課題として，

子供たちに身近な話題や現代の社会問題を取

り上げたり自己の在り方生き方に関わる話題

を設定したりすること 

・「学習シート」の活用による「見

通しと振り返り」活動の充実

【１】 

・課題遂行のために必要な「力」

を洗い出し，それによる学習プ

ランの作成【２】 

 

・生徒たちにとって身近な話題と

して，日本文化であるマンガが

生まれた社会背景について述べ

られた評論の学習材化【３】 

「対話的な学び」

の実現に向けて 

○互いの知見や考えを広げたり，深めたり，高

めたりする言語活動を行う学習場面を計画的

に設けること 

・構成図の作成と筆者の主張をま

とめる際のグループ，全体での

交流【４】 

「深い学び」 

の実現に向けて 

○言葉で理解したり表現したりしながら自分の

思いや考えを広げ深める学習活動を設けるこ

と 

 

 

 

 

○子供自身が自分の思考の過程をたどり，理解

し直したり表現し直したりしながら思いや考

えを深めること 

・補助教材の内容や構成を言葉で

理解し，理解したことを構成図

に表したり，読み取った筆者の

主張について記述したりして，

自分の思いや考えを広げ深める

単元課題の設定【５】 

 

・教科書教材を主教材として学習

を進め，補助教材での学びの過

程をたどり，不十分な理解が確

かな理解へと深まっていく単元

構成及び単位時間の設定【６】 
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【実践内容 ３】（主体的） 
生徒たちにとって身近な話題として，日本 
文化であるマンガが生まれた社会背景につ
いて述べられた評論の学習材化 

【実践内容 ５】（深い） 
補助教材の内容や構成を言葉で理解し，理 
解したことを構成図に表したり，読み取っ
た筆者の主張について記述したりして，自
分の思いや考えを広げ深める単元課題の設
定 

【実践内容 ４】（対話的） 
構成図の作成と筆者の主張をまとめる際の
グループ，全体での交流 

６ 本時の実際 

 （第１時） 

 学 習 活 動  三つの視点による実践内容・指導上の留意点 

導 

入 

10

分 

１ 教材への理解を深める。 

・対比の理解 

 

 

・身近な例をもとに，対比について関心を高める。 

・対比の構造や構成図について理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

32

分 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

３ 本時の課題を解決する。 

（１）補助教材の演習が，ゴールの姿に至ること

を確認する。 

 

（２）補助教材を分析し，対比構造を理解する。 

・導入教材を分析し， 

  ①対比関係にある語や表現を見つけ，赤線と
青線で引き分ける。 

   

②グループで互いの見解を共有しながら情
報を絞り，ａ～ｅの項目について学習シ
ートにまとめていく。 

   

③（共有できたものを参考に）個々に構成
図を作成し，筆者の主張を記述する。 

 

 

 

（３）主教材を通読して，単元の見通しを確認し
た後，個々に構成図を作り，筆者の主張を記
述する。 

 

 

   

 

 

 

 

 

・補助教材「菊とポケモン」で演習しながら，単元

に位置付けた言語活動である構成図の作成を理

解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

終 

 

末 

 

８

分 

 

４ 学習を振り返る。 

 

 

５ 次時の見通しをもつ。 

・主教材「水の東西」の構成図を作成し，筆者

の主張を読み取ることを学んでいくことを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

・個々に構成図を作成し，筆者の主張を記述してお

くことを指示する。 

 

【学習課題】 対比構造を理解しよう。 

【まとめ】 課題を解決するために必要な力を考え，主教材で深めることを確認したことで

プランとなる。 
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【実践内容 １】（主体的） 
「学習シート」の活用による「見通しと振
り返り」活動の充実 

 
【実践内容 ２】（主体的） 
課題遂行のために必要な「力」を洗い出し，
それによる学習プランの作成 

 

【実践内容 １】（主体的） 

「学習シート」の活用による「見通しと振

り返り」活動の充実 
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【生徒振り返り】 

「対比」を見つけることで，筆者が何を伝えたいか

がわかるということを知ることができました。 

  

 

学習見通しの説明 

生徒間の交流（グループ） 

生徒間の交流（ペア） 

【生徒振り返り】 

ワークシートには，この時間で取り

組むべきことが順に並んであったし，

考えるべきことが分かるように図も見

やすかったので，何をすればよいかが

分かった。  

  

 

生徒間の交流（グループ） 

【生徒振り返り】 

対比することによって，何を主張したい

のか，また何を読者に伝えたいのかが読み

取りやすくなるのだなと思いました。 

これから現代文の授業をする中で，対比

表現を見つけたときは，今回の授業で学ん

だことを手本として筆者の主張を読み取

っていきたいです。また、自分が文章を書

く機会があったら，これからは対比などの

表現技法を活用して文を書きたいなと思

いました。 

【生徒振り返り】 

考えを共有し，まとめ

るのは難しかった。いか

に自分の意見を主張し

て，相手の意見を取り入

れるかが大切だと感じ

ました。 

【参観者コメント】 

第１時に，国語を学ぶことの意味や「付けたい力」を明示したことで，生徒たちは単元を

通して学ぶべき事の理解や把握がなされ，振り返りの時間に「何の力が身に付いているか」

を意識するようになるのだと感じた。それをふまえ，毎時間の授業時の最初に「本時の目標」

を示すことと最後に「振り返り」をさせる場面を設定することが必要だと思った。 
 



 （第２時） 

 学 習 活 動  三つの視点による実践内容・指導上の留意点 

 

導 

入 

 

５

分 

 

１ 本単元のねらいと前時の学習を確認する。 

 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

・板書により単元名と付けたい力を明示することで

意識化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 
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分 

３ 本時の見通しをもつ。 

 ・「水の東西」第１段落と第２段落を音読する。 

 

４ 本時の課題を解決する。 

（１）第１段落と第２段落で，難解な語句の意味

を確認する。 

 

（２）個人で対比関係にある語や表現を見つけ出

す。 

・第１段落と第２段落において，日本人の

「水」の仕掛けや向き合い方が読み取れ

るものを赤で，西洋人の「水」の仕掛け

や向き合い方が読み取れるものを青で，

それぞれ線を引く。 

・学習シートに書き出す。 

 

（３）グループで交流し，対比関係にある語や表

現をホワイトボードに書き出し，黒板に貼り

出して全体で分析をする。 

  ・共通する部分と異なる部分を確認し，異 

なる部分について取り上げる必要がある

か否かを検討する。 

 

（４）交流で得られた情報をもとに，個々に自分

の見解について見直し，修正したものを学習

シートに記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

・個々の「変容」を見取るため，個人の作業を大切

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

 

末 

 

８

分 

 

５ 学習を振り返る。 

 

 

 

 

６ 次時の見通しをもつ。 
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【学習課題】 「水」の楽しみ方の日本人と西洋人の違いを整理しよう。 

【まとめ】対比の関係を見出すことで，内容の理解に役立てることができる。 

【実践内容 １】（主体的） 

「学習シート」の活用による「見通しと振

り返り」活動の充実 

【実践内容 ４】（対話的） 

構成図の作成と筆者の主張をまとめる際 

のグループ，全体での交流 

【実践内容 ６】（深い） 

教科書教材を主教材として学習を進め，補

助教材での学びの過程をたどり，不十分な

理解が確かな理解へと深まっていく単元構

成及び単位時間の設定 

【実践内容 １】（主体的） 

「学習シート」の活用による「見通しと振

り返り」活動の充実 



（第３時） 

 学 習 活 動  三つの視点による実践内容・指導上の留意点 

導 

入 

 

５

分 

１ 本単元のねらいと前時の学習を確認する。 

 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

・板書により単元名と付けたい力を明示することで

意識化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

37

分 

３ 本時の見通しをもつ。 

・「水の東西」第３段落と第４段落を音読する。 

 

４ 本時の課題を解決する。 

（１）第３段落と第４段落で，難解な語句の意味

を確認する。 

 

（２）個人で対比関係にある語や表現を見つけ出

す。 

・第３段落と第４段落において，日本に 

「噴水」が作られなかった理由が記述さ

れた部分を赤で，西洋に「噴水」が作ら

れた理由が記述された部分を青で，それ

ぞれ線を引く。 

 

・学習シートに書き出す。 

（３）グループで交流し，対比関係にある語や表

現をホワイトボードに書き出し，黒板に貼り

だして全体で分析をする。 

  ・共通する部分と異なる部分を確認し，異 

なる部分について取り上げる必要がある

か否かを検討する。 

 

（４）交流で得られた情報をもとに，個々に自分

の見解について見直し，修正したものを学習

シートに記述する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個々の「変容」を見取るため，個人の作業を大切

にする。 

 

 

 

・個人での活動のあと，グループでの交流の時間を

短時間設け，訂正や補強を図る。 

 

 

終 

 

末 

 

８

分 

 

５ 学習を振り返る。 

 

 

 

６ 次時の見通しをもつ。 

 

 

 

【学習課題】 日本人と西洋人の感性の違いを整理し、筆者の主張を言葉で表現してみよう。 

【まとめ】対比の関係を見出すことで，内容の理解に役立てることができる。 

【実践内容 ６】（深い） 

教科書教材を主教材として学習を進め，補助

教材での学びの過程をたどり，不十分な理解

が確かな理解へと深まっていく単元構成及

び単位時間の設定 

【実践内容 １】（主体的） 

「学習シート」の活用による「見通しと振り

返り」活動の充実 

【実践内容 ４】（対話的） 

構成図の作成と筆者の主張をまとめる際 

のグループ，全体での交流 

－39－ 

【実践内容 １】（主体的） 

「学習シート」の活用による「見通しと振

り返り」活動の充実 



（第４時） 

 学 習 活 動  三つの視点による実践内容・指導上の留意点 

 

導 

入 

 

５

分 

１ 本単元のねらいと前時の学習を確認する。 

 

２ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

 

・板書により単元名と付けたい力を明示することで意

識化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 
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分 

３ 本時の見通しをもつ。 

・構成図と筆者の主張をまとめることを確認す 

る。 

 

 

４ 本時の課題を解決する。 

（１）前時までに読み取った対比関係の内容をも

とに，個々に構成図を学習シートに作成す

る。 

 

 

（２）グループで交流し，構成図をホワイトボー

ドに書き，黒板に貼りだして全体で分析をす

る。 

・グループ内で，自他の考えが広がったり 

深まったりするように質問をしたり，感 

想を述べたりし，グループとしての構成 

図を作成した後，全体で交流する。 

 

 

 

（３）交流で得られた情報をもとに，個々に自分

の構成図について修正したものを学習シー

トに完成させた後，筆者の主張を１００字

でまとめる。 

 

・グループでの交流の後，全体交流の時間を設け，訂

正や補強を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

 

末 

 

８

分 

 

５ 学習を振り返る。 

 

 

 

 

６ 次時の見通しをもつ。 
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【学習課題】 

 日本人と西洋人の感性の違いを整理し，筆者の主張を言葉で表現してみよう。 

【まとめ】対比の関係を見出すことで，筆者の主張を読み取ることに役立てることができる。 

【実践内容 ６】（深い） 

教科書教材を主教材として学習を進め，補助

教材での学びの過程をたどり，不十分な理解

が確かな理解へと深まっていく単元構成及び

単位時間の設定 

【実践内容 ４】（対話的） 

構成図の作成と筆者の主張をまとめる際 

のグループ、全体での交流 

【実践提案１】（主体的） 

「学習シート」の活用による「見通しと振り

返り」活動の充実 



７ 資料 
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文章掲載を省略します。 
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１ 「主体的な学び」の実現に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「対話的な学び」の実現に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つの事例を振り返って（成果と課題及び理論実現のための留意点） 

【成果と課題】 

 ○一次の重要性が確認できた。表現モデルの演示は生徒の興味や関心を高めることに有効。 

 ●「学習の道しるべ」（振り返りシート）は，有効であるものの，その内容，提示時期，活用方

法等についてさらに実践を踏まえて，研究を進める必要がある。 

 

【理論実現のための留意点】 

○「やってみたい。」と思わせるモデルの提示などの導入の手立てが課題解決的な言語活動を進

める上で，重要なポイントとなる。 

○実社会や実生活の中から，子供たちの学ぶ意欲が高まるような学習材を見つけていくことが

大切である。 

 

【成果と課題】 

 ○生徒たちが目的や必要性を意識して取り組む対話とするため，生徒たちに対話の相手や時間

など何らかの「選択・判断」をさせることが一つの有効な方法であることが確認できた。 

 ●対話による学びの成果を実感させるための手立てが求められる。 

 

【理論実現のための留意点】 

○同じ社説を選択しているもの同士のグループとそれぞれ違うものを選択しているグループの

２つによる，学習目的に応じた使い分けは生徒の意欲面に対しても，また，互いの知見を広

げたり高めたりすることに対しても有効に働いていたことがわかる。 

○「対話的な学びの実現」に向けては，対話的な言語活動を行う学習場面を計画的に設けるこ

とが必要であるが，それは単に，「個人で考え，ペアで交流し，グループで広げ，全体交流で

深める」といった手順を追うことではない。「主体的な学び」と同様に，「子供自身が目的や

必要性を意識して取り組める学習」とならなければならない。 

○学習場面を計画的に設けながら，対話ができる環境を整えることやグループワークをするに

ふさわしい課題を提示することなどが「対話的な学びの実現」に向けた一つのポイントであ

ると考える。 

○「対話による学習成果（メリット）が共有されている必要があるだろうと考える。また，学

習者に何らかの選択をさせる必要があるのではないかと考える。今回は対話をしたい「人」

を選択させた。どういったことをどこまで選択させるかといったことが「対話的な学びの実

現」に向けた一つのポイントであると考える。 
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３ 「深い学び」の実現に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学習評価の充実について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果と課題】 

 ○「深い学び」の実現に向け，単元で働く「見方・考え方」を構造的に捉え，それに基づいた

単元の指導を展開することの重要性が確認できた。 

 ●思考を深めたり活性化させたりしていくための語彙を豊かにするための指導が求められる。 

 

【理論実現のための留意点】 

○同一テーマによる複数社説を教材とし，内容や構成を言葉で理解し，理解したことをもとに

社説解説として表現するという課題を行っていくことで自分の思いや考えを広げ深める姿が

見られた。ただ，最後に発表があれば深まるというものではない。学びの深まりは，「見方・

考え方」をどう働かせているかが大事であるが，それは知識や技能の質や量が支えている。 

○教科書教材を共通教材として学習を進め，そこでの学びの過程をたどり，自己選択課題に取

り組むという学びの過程をとったことで社説の構成や展開の理解（及び色分けの技能習得）

が図られ，自己選択課題への取組意欲の向上につながったものと考えられる。 

○評論教材について，内容や構成を言葉で理解し，理解したことをもとに自分の言葉で表現す

るという課題を行っていくことで，自分の思いや考えを広げ深める姿が見られた。また，「主

体的な学び」の実現にも通ずることだが，補助教材での思考過程を本教材でたどってみるこ

とで方法知と内容知に対する自覚がより深められることが実感できた。 

【成果】 

○「十分満足できる」状況と判断するための【Ａの視点（例）】を設定することや，学習シートの

中に「目指す姿」を記述することで，「学習者の学びの推進力」，「生徒を伸ばす評価」となるこ

とが確認できた。 

○単元に課題解決的な言語活動を位置付け，パフォーマンス評価を行っていくことで，ペーパー

テストの結果にとどまらない，多面的・多角的な評価の在り方の一例を示すことができた。 

○学習活動や教師の指導などを通じて学力が生徒自身に定着したか否かを見取るため，指導前の

生徒の持っていた能力が指導後にどれくらい「変容（定着）」したかを見取ることを意識した単

元構想の在り方を示すことができた。 

【課題】 

●確かな国語の能力が身に付いたかどうかを客観的に把握できる評価問題の作成や評価の在り方

について研究すること。 

●生徒の実態を的確に把握した上で，評価規準が生徒の学習状況を具体的に想定されたものとな

るよう研究すること。 

●適切に評価ができるような，生徒のゴール像（単元の目標に設定した身に付けて欲しい国語力

が，授業を終えた後で生徒に身に付いている）を見通した単元構想や授業構想の在り方につい

て検討を重ねること。 
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新しい社会の在り方を自ら創造するができる資質・能力を子供たちに育むためには，教員自身

が習得・活用・探究という学びの過程全体を見渡し，個々の内容事項を指導することによって育

まれる資質・能力を自覚的に認識しながら，子供たちの変化等を踏まえつつ自ら指導方法を不断

に見直し，改善していくことが求められる。（「答申」（2016）P.49） 

 方法は「型」ではない。「型」としての方法を身に付けてから授業をするのではなく，この三つ

の学びの実現に向けて学習指導の方法を工夫していくのである。そして，この三つの学びの視点

で子どもたちの学習を捉え，授業を振り返ったり，協議をしたりするのである。そうした取り組

みの積み重ねから，国語の授業は徐々にアクティブ・ラーニングになっていくのである。 

（「教育科学国語教育５月号」（2016）P.13） 

 

 

「答申」（2016）には，「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善に関して，次のよう

な懸念が述べられています。 

 

 

 

 

 

   「はじめに」でもふれたように，本研究では，「三つの柱」を総合的に育むことを目指し，「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けた「アクティブ・ラーニング」の視点からの授業改善の考

え方について，指導法を一定の型にはめ狭い意味での授業方法や授業技術の改善に終始しないよう

にすること留意しました。 

   「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の実現に向けてどういったことが求められてい

るのかを「答申」をじっくり読んで確かめ，それらを単元レベルや単位時間レベルでの学習活動と

して位置付けました。無数にある「工夫」から，いくつかを組み合わせて行ったのが今回の授業実

践です。 

 

「答申」（2016）は，私たち教員に求めることとして，次のように述べています。 

 

 

 

 

 

   「型」にこだわることなく，安易に「型」を求めることなく，三つの学びの実現という一点にお

いて，指導方法を常に見直していくことが大切です。 

 

   東京学芸大学准教授中村和宏先生の提言「国語科授業におけるアクティブ・ラーニングとは」（教

育科学国語教育５月号収録）の一節を紹介します。 

 

 

 

 

 

    

最後になりましたが，研究推進にあたり岩手県立岩泉高等学校及び奥州市立水沢南中学校のご協

力をいただき，研究担当者による授業実践の機会をあたえていただきましたことに深く感謝申し上

げ結びといたします。 

終わりに 

○教育の質の改善のための取組が，狭い意味での授業の方法や技術の改善に終始するのではない

か（「答申」（2016）P.49） 

○工夫や改善が，ともすると本来の目的を見失い，特定の学習や指導の「型」に拘泥する事態を

招きかねないのではないか（「答申」（2016）P.49） 
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